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Ⅰ調査概要 

１．目的 

 この調査は、令和６年度 第４回総合教育会議（令和６年 11月 20日開催）で議論した「県

立高校の目指す姿」案に関して、現役高校２年生の意見を聞き、基本方針の作成にあたり参

考とすることを目的とする。 

 

２. 対象者 

富山県立高校（全日制・定時制）２年生（以下「高校２年生」という。） 6,073人 

 

３．調査方法 

 

４．調査報告書の見方 

（１）結果は百分率で表示した。百分比は小数点第２位を四捨五入した。したがって、百

分比の合計が 100％とならない場合がある。 

（２）複数回答の百分比は 100％を超える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時期 令和６年 12月２日（月）～12月 20日（金） 

調査方法 
各高校へチラシを配付し、対象者へアンケートの実施を周知し、協力を呼

び掛けた。 

回 収 数 4,814人（回収率 79.3％） 
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20.8%

38.0%

27.8%

13.5%

住んでいる地区

新川地区（下新川郡、黒部市、魚津市、滑川市、中新川郡）

富山地区（富山市）

高岡地区（射水市、高岡市、氷見市）

砺波地区（小矢部市、南砺市、砺波市）

 

Ⅱ回答者の属性 

問１あなたの住んでいる地区を選んでください。 

 回答者の居住区は、「富山地区」が 38.0％、「高岡地区」が 27.8％、「新川地区」が 20.8％、

「砺波地区」が 13.5％となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区 内訳】 

地 域 人 ％ 

新川地区（下新川郡、黒部市、魚津市、滑川市、中新川郡） 1,000 20.8 

富山地区（富山市） 1,828 38.0 

高岡地区（射水市、高岡市、氷見市） 1,338 27.8 

砺波地区（小矢部市、南砺市、砺波市） 648 13.5 

合 計 4,814 100.0 
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 回答者の高校の所在地区は、「富山地区」が 41.8％、「高岡地区」が 26.9％、「新川地区」

が 18.7％、「砺波地区」が 12.6％となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高校所在地区 内訳】 

地 域 人 ％ 

新川地区（下新川郡、黒部市、魚津市、滑川市、中新川郡） 902 18.7 

富山地区（富山市） 2,013 41.8 

高岡地区（射水市、高岡市、氷見市） 1,293 26.9 

砺波地区（小矢部市、南砺市、砺波市） 606 12.6 

合 計 4,814 100.0 

 

 

 

 

 

 

問２あなたが通学している高校が所在する地区を選んでください。 

18.7%

41.8%

26.9%

12.6%

通学している高校所在地区

新川地区（下新川郡、黒部市、魚津市、滑川市、中新川郡）

富山地区（富山市）

高岡地区（射水市、高岡市、氷見市）

砺波地区（小矢部市、南砺市、砺波市）
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 回答者の性別は、「男性」が 45.9％、「女性」が 51.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別 内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３あなたの性別を選んでください。 

性 別 人 % 

男性 2,211 45.9 

女性 2,499 51.9 

回答しない 104 2.2 

合 計 4,814 100.0 

45.9%

51.9%

2.2%

性別

男性 女性 回答しない
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回答者の学科は、「普通科」が 57.8％と最も高く、次いで「工業科」が 13.8％、「商業科」

7.5％となっており、「普通科」が半数以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学科 内訳】 

 

問４あなたが学んでいる学科を選んでください。 

学 科 人 % 

普通科 2,784 57.8 

探究科学科 215 4.5 

国際科 54 1.1 

総合学科 349 7.2 

農業科 74 1.5 

水産科 36 0.7 

工業科 666 13.8 

薬業科 85 1.8 

商業科 363 7.5 

家庭科 109 2.3 

看護科 42 0.9 

福祉科 37 0.8 

合 計 4,814 100.0 

57.8

4.5

1.1

7.2

1.5

0.7

13.8

1.8

7.5

2.3

0.9

0.8

0 10 20 30 40 50 60

普通科

探究科学科

国際科

総合学科

農業科

水産科

工業科

薬業科

商業科

家庭科

看護科

福祉科

学んでいる学科
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Ⅲ調査結果の概要 

１．学校生活で、充実感や満足感を得られているもの 

 学校生活での充実感や満足感を得られているものについて、全体では、「友達・先輩・後

輩との関係」が 60.8％と最も高く、次いで「部活動」が 35.5％、「学校行事」が 30.6％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５あなたの学校生活の中で、充実感や満足感を得られているものを３つまで選んで 

ください。 

28.2

12.0

7.7

12.3

60.8

5.4

35.5

30.6

7.8

17.8

5.9

3.4

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70

学習内容

授業方法

進路指導

先生との関係

友達・先輩・後輩との関係

校風

部活動

学校行事

施設・設備

通学方法・時間

校則（制服等を含む）

地域との関わり

無回答

学校生活の中で充実感や満足感を得られているもの（全体）

全体

（％）
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２．学校生活の中で、満足していないもの 

 学校生活での満足していないものについて、全体では、「校則（制服等を含む）」が 55.1％

と最も高く、次いで「施設・設備」が 37.1％、「学校行事」が 22.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６あなたの学校生活の中で、満足していないものを３つまで選んでください。 

12.6

20.9

8.7

9.5

5.6

16.5

11.3

22.1

37.1

19.4

55.1

5.4

5.5

0 10 20 30 40 50 60

学習内容

授業方法

進路指導

先生との関係

友達・先輩・後輩との関係

校風

部活動

学校行事

施設・設備

通学方法・時間

校則（制服等を含む）

地域との関わり

無回答

学校生活の中で満足していないもの（全体）

全体

（％）
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３．学校生活について、感じていること 

 

「学校生活について感じていること」の主な自由意見は、下記のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７あなたの学校生活について、感じていることがあれば記入してください。 

主 な 意 見 

１ 
県外からも生徒が通えるような設備の整ったオンリーワンな学校を創っていく必

要があると思う。 

２ 
暖房をつける、教室やトイレがきれいなど、環境をもっと重視してほしい。部室

もすごく寒くて辛い。生徒の気持ちを考えてほしい。 

３ 筆記だけではなくパソコンやタブレットの使用を増やしてほしい。 

４ 
生徒が楽しく過ごすことができ、「充実した最高の学校生活だったな。この勢いで

これからの社会生活も頑張ろう」と思える環境が整備された学校がよい。 

５ 

留年制度のない学校、メイクを禁止しない学校、男子の長髪を禁止しない学校、時

代の変化に柔軟に適応できる学校、個性が尊重される学校、将来にあった教育を受

け入れる学校、ブラック校則がない学校、自由な学校。 

６ 頭が固い、古い考えの校則の学校が多いので、それをなくした方がよいと思う。 

７ 修学旅行は必要だと思う。 

８ 高校再編よりも先生方の指導方法の見直しをしてほしい。 
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４．将来の高校生のために、どのような県立高校が必要だと思うか 

将来どのような県立高校が必要だと思うかについて、全体では、「進路希望に合わせて学

習内容を選択できる仕組みがある学校」が 43.8％と最も高く、次いで「国語、地歴公民、数

学、理科、英語など共通教科の学習が充実している学校」が 38.8％、「海外と関わることが

できるグローバル教育が充実している学校」が 28.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８将来の高校生のために、どのような県立高校が必要だと思いますか。次の中から必要

だと思うものを３つまで選んでください。 

38.8

14.1

28.7

14.4

20.2

10.4

43.8

20.1

9.0

8.2

2.4

3.7

8.8

11.8

6.0

0 10 20 30 40 50

国語、地歴公民、数学、理科、英語など

共通教科の学習が充実している学校

探究活動や教科横断的な学習が

充実している学校

海外と関わることができるグローバル

教育が充実している学校

音楽、美術、書道、体育、情報などの

学習が充実している学校

学校外の地域、企業、大学などと

連携した学習が充実している学校

義務教育内容を含む学び直しができる学校

進路希望に合わせて学習内容を選択できる

仕組みがある学校

職業系の専門知識や技能を修得するための

学習が充実している学校

６年間の継続的な学びができる

中高一貫教育校

国際的に通用する大学入学資格が

取得可能な学校

日本での生活が短い外国人等のための

特別入学枠が導入されている学校

県外在住の生徒が受検できる仕組み

（全国募集）が導入されている学校

大規模（１学年400人～480人）で、

様々な進路希望を持つ生徒同士が

交流できる学校

中規模（１学年200人～240人）で、

開設科目や部活動などの選択肢が

一定程度確保されている学校

小規模（１学年120人以下）で、

特色ある教育を受けることができる学校

将来の高校生のために、どのような県立高校が必要だと思うか

全体

（％）
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５．県立高校の「目指す姿」（案）について、よいと感じたこと・見直した方が

よいと感じたこと 

 

 

問９県立高校の「目指す姿」（案）について、よいと感じたこと・見直した方がよいと

感じたことなどがあれば記入してください。 

よ い と 感 じ た 主 な 意 見 

１ 様々な背景を持つ人たちにも配慮されていてよいと思った。 

２ 学校外の地域や企業などと連携することはとても心強くてよいと思う。 

３ 
様々なカリキュラムに対応し、多様な進路の幅を持たせてくれるところがよいと 

思った。 

見 直 し た 方 が よ い と 感 じ た 

１ 
高校を減らすのはよいと思うが、一つの地区に工業系と普通科系を一つずつは設置

すべきだと思う。 

２ 

富山は普通科が多く、〇〇コースと選択できるが、特色があまり感じられないので

どれも同じような学校に思える。 今後は国際色豊かだったり、芸術に特化したりと

学校の色が分かっていろいろ選択できる学校があったらよいと思う。 

３ 国際バカロレア教育や中高一貫校設置などを進めてほしい。 

４ 
授業が充実し、生徒が自ら学ぼうと意識できる興味のそそられる授業ができる学校

がよい。 

５ 立地条件がよく、通いやすい学校や、特色ある普通科高校が必要だと思う。 

６ 
富山地区、高岡地区以外の学生は、高校が減ることで通学時間が長くなったり、選

択肢が狭まりそう。 

７ 

全体的にスポーツが他県に比べて弱いので、もっと部活動の設備を整えるべきだと

思う。富山県はどのスポーツにおいても中学校時代に全国で成績を残した者は県外

に出る人が多いように感じる。設備を少し整えるだけでも、実力者が踏みとどまっ

て富山のスポーツ強化につながるのではないか。 

８ 小規模な高校でも、その地域にとって必要なものとなっているのではないか。 

９ 
現在必要とされているものの実現が令和 20 年度では遅いと思う。その時にはまた

違う力が求められていると思う。 

10 

「富山ならではの教育を通したウェルビーイングの向上」について、社会とのつな

がりを持つ事は必要だとは思うが、学校のカリキュラム（生徒のニーズ）に合わせ

て企業を選ぶべきだと思う。 
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６．アンケート調査票 

 

県立高校の目指す姿に関するアンケート調査＜県立高校２年生用＞ 

 

＜あなた自身のことについてお尋ねします＞ 

 

問１ あなたの住んでいる地区を選んでください。 

    １ 新川地区（下新川郡、黒部市、魚津市、滑川市、中新川郡） 

    ２ 富山地区（富山市） 

    ３ 高岡地区（射水市、高岡市、氷見市） 

    ４ 砺波地区（小矢部市、南砺市、砺波市） 

 

 

問２ あなたが通学している高校が所在する地区を選んでください。 

    １ 新川地区（下新川郡、黒部市、魚津市、滑川市、中新川郡） 

    ２ 富山地区（富山市） 

    ３ 高岡地区（射水市、高岡市、氷見市） 

    ４ 砺波地区（小矢部市、南砺市、砺波市） 

 

 

問３ あなたの性別を選んでください。 

    １ 男性 

    ２ 女性 

    ３ 回答しない 

       

 

問４ あなたが学んでいる学科を選んでください。 

   １ 普通科       ５ 農業科    ９ 商業科 

   ２ 探究科学科    ６ 水産科    10 家庭科 

   ３ 国際科    ７ 工業科    11 看護科 

   ４ 総合学科    ８ 薬業科    12 福祉科 
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＜学校生活をより良くする観点についてお尋ねします＞ 

 

問５ あなたの学校生活の中で、充実感や満足感を得られているものを３つまで選んで 

ください。 

    １ 学習内容 

    ２ 授業方法 

    ３ 進路指導 

    ４ 先生との関係 

    ５ 友達・先輩・後輩との関係 

    ６ 校風 

    ７ 部活動 

    ８ 学校行事 

    ９ 施設・設備 

    10 通学方法・時間 

    11 校則（制服等を含む） 

    12 地域との関わり 

 

 

問６ あなたの学校生活の中で、満足していないものを３つまで選んでください。 

    １ 学習内容 

    ２ 授業方法 

    ３ 進路指導 

    ４ 先生との関係 

    ５ 友達・先輩・後輩との関係 

    ６ 校風 

    ７ 部活動 

    ８ 学校行事 

    ９ 施設・設備 

    10 通学方法・時間 

    11 校則（制服等を含む） 

    12 地域との関わり 

 

 

問７ あなたの学校生活について、感じていることがあれば記入してください。 

    自由記述（               ） 

 

 

 



13 

 

 

＜県立高校の「目指す姿」（案）についてお尋ねします＞ 

 

問８ 将来の高校生のために、どのような県立高校が必要だと思いますか。次の中から必要

だと思うものを３つまで選んでください。 

１ 国語、地歴公民、数学、理科、英語など共通教科の学習が充実している学校 

２ 探究活動や教科横断的な学習が充実している学校 

３ 海外と関わることができるグローバル教育が充実している学校 

４ 音楽、美術、書道、体育、情報などの学習が充実している学校 

５ 学校外の地域、企業、大学などと連携した学習が充実している学校 

６ 義務教育内容を含む学び直しができる学校 

７ 進路希望に合わせて学習内容を選択できる仕組みがある学校 

８ 職業系の専門知識や技能を修得するための学習が充実している学校 

９ ６年間の継続的な学びができる中高一貫教育校 

10 国際的に通用する大学入学資格が取得可能な学校 

11 日本での生活が短い外国人等のための特別入学枠が導入されている学校 

12 県外在住の生徒が受検できる仕組み（全国募集）が導入されている学校 

13 大規模（１学年 400人～480人）で、様々な進路希望を持つ生徒同士が交流できる学校 

14 中規模（１学年 200人～240人）で、開設科目や部活動などの選択肢が一定程度確保さ

れている学校 

15 小規模（１学年 120人以下）で、特色ある教育を受けることができる学校 

 

 

問９ 県立高校の「目指す姿」（案）について、よいと感じたこと・見直した方がよいと感

じたことなどがあれば記入してください。 

自由記述（               ）                                      

 


